
李
善
図孝

子
伝
図
と
孝
子
伝

黒

田

彰

〔
抄

録
〕

孝
子
伝
図
と
し
て
の
李
善
図
は
、
漢
か
ら
北
魏
に
か
け
て
の
三
例
の
現
存

が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
基
と
な
っ
た
孝
子
伝
本
文
は
、
日
本
に
し
か
伝
存

し
な
い
。
小
稿
は
、
従
来
そ
れ
ら
が
後
漢
書
独
行
伝
（
李
善
）
に
よ
り
解
釈

さ
れ
続
け
た
通
説
の
誤
り
を
明
ら
か
と
し
、
新
た
に
陽
明
本
孝
子
伝
41
李
善

条
に
よ
っ
て
李
善
図
を
読
解
、
そ
れ
ら
三
図
の
来
源
が
一
つ
で
あ
り
、
体
系

的
把
握
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
論
じ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

李
善
図
、
孝
子
伝
図
、
陽
明
本
孝
子
伝
、

司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
、
武
氏
祠
画
象
石

一

一
九
六
五
年
、
中
国
山
西
省
大
同
市
の
東
南
に
あ
る
石
家
寨
の
北
魏
司
馬
金
竜

墓
が
発
掘
さ
れ
た
時
、
墓
中
か
ら
見
事
な
木
板
漆
画
屛
風
が
出
土
し
た
。
墓
が
司

馬
金
竜
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
金
竜
の
墓
表
、
墓
志
銘
（
共
に
北
魏
太
和
八

四
八
四

年
の
年
紀
が
あ
る
）、
金
竜
妻
姫
辰
の
墓
銘
（
延
興
四

四
七
四

年
の
年
紀
が
あ
る
）
か
ら
確
実
で
、
四
七
四
｜
四
八
四
年
頃
に
作
ら
れ
た
、
金
竜

夫
妻
の
合
葬
墓
と
見
ら
れ
る
。
墓
志
銘
に
よ
れ
ば
、
金
竜
は
、
太
和
八
年
十
一
月

十
六
日
に
没
し
て
い
る１

）

。
司
馬
金
竜
は
、
司
馬

（
晋
宣
帝
）
の
弟
馗
の
八
世
の

孫
に
当
た
る
司
馬
楚
之
の
子
で
（
魏
書
三
十
七
列
伝
二
十
五
）、
司
馬
楚
之
は
、

北
魏
二
代
の
明
元
帝
の
泰
常
四
（
四
一
九
）
年
、
北
魏
に
降
り
（
魏
書
三
太
宗
紀

三
）、
後
に
王
女
河
内
公
主
と
の
間
に
金
竜
を
儲
け
、
そ
の
金
竜
は
、
太
和
八
年

に
没
し
た
こ
と
が
、
魏
書
三
十
七
に
見
え
て
い
る
。
さ
て
、
司
馬
金
竜
墓
か
ら
出

土
し
た
木
板
漆
画
屛
風
に
は
、
極
め
て
珍
し
い
李
善
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
稿

は
、
本
屛
風
に
描
か
れ
た
李
善
図
を
中
心
に
、
中
国
に
伝
存
す
る
李
善
図
の
来
源

を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
の
属
す
る
幼
学
の
会
で
は
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
二
種
の
古
孝
子
伝
（
陽
明
本
、

船
橋
本
。
以
下
、
両
孝
子
伝
と
称
す
る
）
を
注
解
し
た
後２

）

、
太
公
家
教
に
取
り
組

一
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ん
で
き
た
が
、
今
般
そ
の
注
解
を
終
了
し３

）

、
次
い
で
、
上
記
司
馬
金
竜
墓
出
土
木

板
漆
画
屛
風
の
注
解
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
書
物
の
形
の
幼
学
書

を
取
り
上
げ
て
き
た
、
幼
学
の
会
の
今
回
の
対
象
は
、
言
わ
ば
美
術
品
で
あ
り
、

少
し
く
異
例
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
屛
風
は
、
列
女
伝
や
孝
子
伝
等
を
題
材
と

し
、
幼
学
書
が
世
に
行
わ
れ
た
実
際
の
様
子
を
具
体
的
に
映
し
出
す
も
の
で
あ
れ

ば
、
幼
学
書
の
発
展
的
研
究
に
お
い
て
当
然
、
研
究
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
と
言

え
よ
う
。
む
し
ろ
図
像
と
一
体
化
し
た
本
屛
風
の
よ
う
な
例
は
、
幼
学
の
最
も
基

本
的
な
姿
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
私
が
本
屛

風
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
か
れ
こ
れ
十
年
近
く
前
の
こ
と
で
あ
る
。
本
屛
風
は
、

大
き
く
五
塊
（

）
及
び
、
残
片
か
ら
成
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
、
二

塊
表
に
は
舜
図
、
同
裏
に
は
李
善
図
が
描
か
れ
、
そ
の
二
図
は
、
共
に
孝
子
伝
図

と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
李
善
図
の
榜
題
は
、
両
孝
子
伝
と
し
か
一
致
し
な
い
こ
と
が
、
私
の
注
意
を
惹

い
た４

）

。
さ
て
、
本
屛
風
の
内
容
に
つ
い
て
は
当
時
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
１

「
原
始
社
会
至
南
北
朝
絵
画
」
一
〇
〇
に
、
全
五
塊
の
美
し
い
カ
ラ
ー
図
版
ま
た
、

部
分
図
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
び５

）

（
そ
の
舜
図
及
び
、
李
善
図
の
上
部

が
切
れ
て
い
る
こ
と
と
や
や
図
版
の
暗
い
こ
と
が
、
気
に
な
っ
て
い
た
が
）、
以

後
何
回
も
中
国
を
訪
れ
つ
つ
、
本
屛
風
を
実
見
す
る
機
会
を
得
な
い
ま
ま
、
現
在

に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
、
本
屛
風
は
米
国
（
二
〇
〇
四
｜
〇
五
）
や
日
本

（
二
〇
〇
五
年
）
で
も
展
覧
に
供
さ
れ
た
の
だ
が
（
共
に
、
山
西
省
博
物
館
蔵
の

第
一
、
二
塊
の
み
）、
そ
の
機
会
も
逃
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
度
幼
学
の

会
で
本
屛
風
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
中
国
美
術
全
集
以
後
の
状
況
を
調
べ

て
み
て
、
次
の
如
く
新
た
な
図
版
の
公
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た６

）

。

１
中
国
漆
器
全
集
４
三
国
｜
元
、
図
版
四
〇

２C
h
in
a
:
D
a
w
n o

f a G
o
ld
en A

g
e,
III,

69

３
開
館
記
念
特
別
展
『
美
の
国
日
本
』、
一
部
19

私
が
驚
い
た
の
は
、
そ
れ
ら
に
は
本
屛
風
の
李
善
図
が
明
る
く
、
完
全
な
形
で
図

版
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
図
版
の
榜
題
を
読
ん
で
み

て
、
か
つ
て
そ
の
榜
題
を
誤
読
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
私
は
以
前
そ
れ
を
、

李
善
養
□孤

）兄
姉

□主
）人

死
長
人
賜
善
姓
為
李
郡
╱
表
上
詔
拝
河
内
太
守

と
読
ん
で７

）

（
た
だ
当
時
、
非
常
に
解
釈
に
苦
し
み
、
疑
わ
し
く
思
っ
た
覚
え
が
あ

る
）、『
孝
子
伝
注
解
』
で
も
そ
れ
に
従
い
、
前
の
榜
題
の
、

「
李
善
養
□
姉
」
は
現
存
の
所
伝
に
該
当
す
る
話
が
な
い

と
記
し
た
の
で
あ
る８

）

。
し
か
し
、
本
屛
風
の
李
善
図
の
榜
題
は
、
上
記
の
新
出
図

版
に
よ
る
と
、

・
李
善
養
□主

□人
）児

時

・
主
人
児
長
大
賜
善
姓
為
李
郡

表
上
詔
拝
河
内
太
守

と
読
む
べ
き
こ
と
が
分
か
る９

）

（
図
一
）。
前
の
榜
題
の
□
□
は
、
残
画
か
ら
考
え

て
、「
主
人
」
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
こ
こ
に
謹
ん
で
か
つ
て
の
誤

読
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
す
る
と
、
本
屛
風
の
李
善
図
は
、
ず
ば
り
両
孝
子
伝

と
一
致
す
る
。
ま
た
、
両
孝
子
伝
の
内
、
船
橋
本
は
、
隋
以
降
の
改
修
を
経
て
い

る
こ
と
が
確
実
な
の
で10

）

、
本
屛
風
の
来
源
は
、
陽
明
本
に
溯
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

両
孝
子
伝
に
収
め
る
李
善
条
の
他
、
管
見
に
入
っ
た
李
善
譚
の
文
献
資
料
は
、

二

李
善
図

（
黒
田

彰
）



決
し
て
多
く
は
な
い
。
ま
ず
両
孝
子
伝
と
同
じ
系
統
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
資
料

と
し
て
、
こ
れ
も
日
本
に
の
み
伝
存
す
る

玉
集
残
簡
に
引
か
れ
る
、
逸
名
孝
子

伝
の
逸
文
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
始
め
に
、
陽
明
本
孝
子
伝
41
李
善
条
の
本

文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

李
善
者
南
陽
家
奴
也
。Ａ

李
家
人
並
卒
死
。
唯
有

一
児
新
生
。
然
其
親
族
、

有

一
遺
。イ

善
乃
歴

郷
隣
、
乞

乳
飲

哺
之
。ロ

児
飲
恒
不

足
。
天
照

其
精
、
乃
令

善
乳
自
汁
出
、
常
得

充
足
。Ｂ

児
年
十
五
、ハ

賜

善姜
）姓

李
氏
。

治

喪
送
葬
、
奴
礼

廃
。ニ

即
郡
県
上
表
、
功加

）

其
孝
行
、ホ

拝
為

河
内
太
守
。

百
姓
咸
歓
。
孔
子
曰
、
可

以
託

六
尺
孤
、
此
之
謂
也

前
掲
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
に
描
か
れ
た
李
善
図
と
、
陽
明
本
の
李
善

条
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
右
側
の
榜
題
「
李
善
養

主
人
児

時
」
は
、
陽
明

本
Ａ
に
言
う
、
家
奴
の
李
善
が
唯
一
人
生
き
残
っ
た
主
人
の
孤
児
を
養
育
し
た
こ

と
を
指
し
（
ロ
。
榜
題
中
の
「
時
」
は
、
場
面
の
句
切
り
を
示
す
、
絵
解
の
常
套

句
で
あ
る
）、
右
の
場
面
は
、
坐
っ
て
孤
児
を
抱
く
李
善
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
右
端
に
帳
幕
の
一
部
が
見
え
る
。
左
の
榜
題
「
主
人
児
長
大
、
賜

善
姓

為

李
。
郡
表
上
、
詔
拝

河
内
太
守

」
も
、
陽
明
本
Ｂ
に
、「
児
年
十
五
、
賜

善
姓

李
氏

…
…
即
郡
県
上
表
…
…
拝
為

河
内
太
守

」

ハ
、
ニ
、
ホ
）
と
、
そ
の
ま

ま
見
え
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
る
と
、
左
の
場
面
は
、
成
長
し
た
主
家
の
孤
児
を

描
い
た
も
の
に
違
い
な
い
。
孤
児
の
顔
が
童
顔
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
年

齢
が
十
五
歳
（
陽
明
本
Ｂ
）
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
そ
の
右
に
は
、

李
善
が
い
る
筈
だ
が
、
直
前
（
右
）
の
場
面
に
李
善
が
い
る
所
か
ら
、
省
略
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
屛
風
の
李
善
図
と
陽
明
本

の
李
善
条
に
は
、
極
め
て
深
い
関
連
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

図一 北魏司馬金竜墓出土木版漆画屛風
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次
に
、
船
橋
本
41
李
善
条
、

玉
集
十
二
感
応

四
所
引
の
逸
名
孝
子
伝
逸
文

を
掲
げ
よ
う
。
両
書
の
本
文
を
併
せ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

船
橋
本

李
善
者
南
陽
李
孝
家
奴
也
。Ａ

於

時
家
長
、
家
母
、
子
孫
、
駆
使
、
遭

疫
悉

死
。
但
遺

嬰
児

一
奴
名
善
。イ

爰
乞

隣
人
乳
、
恒
哺

養
之
。ロ

其
乳
汁
不

得

足

之
、
児
猶
啼
之
。
於

時
天
降

恩息
）命

、
出

善
乳
汁
、
日
夜
充
足
。

爰
児
年
成
長
、
自
知

善
為

父
母

而
生
長
之
由
。Ｂ

至

十
五
歳
、ハ

善
賜

李

姓
。ニ

郡
県懸

）上
表
、
顕

其
孝
行
。
天
子
諸
侯
、
誉

其
好
行
、ホ

拝
為

河
内
大

守
。
善
政

人
、
百
姓
敬
仰
。
天
下
聞

之
、
莫

不

嗟
歎

云
云
。

玉
集
所
引
逸
名
孝
子
伝

李
善
、
南
陽
人
也
。
本
是
李
父
家
奴
。
李
父
合

家
、
死
亡
蕩
尽
。
唯
有

一

子
、
生
始
数
月
。
李
善
抱
懐
、
不

捨

昼
夜
。
歴

隣
乞

乳
、
得

済

朝
夕
。

時
既
経
久
、
隣
里
厭

之
、
不

肯

与

乳
。
児
遂
損

、
命
在

須

。
李

善
感
結
、
悲
不

自
勝
。
号
泣
呼

天
、
求

哀
請

救
。
天
感

其
志
、
両
乳

汁
流
。
児
得

乳
飲
、
遂
便
得

活
。
年
既
長
大
、
李
善
拝
為

曹
主
。
朝
夕

参
奉
、
不

失

時
節
。
郡
県
奉
聞
、
遂
達

天
聴
。
上
感

其
義
、
賜

善
姓

李
、
表

之
朝
野
、
遷

堂
邑
令
。
孝
行
之
至
、
四
海
流
名
。
故
孔
子
曰
、
可

以
託

六
尺
之
孤
、
此
之
謂
也
。
出

孝
子
伝

船
橋
本
は
、
陽
明
本
と
殆
ど
変
わ
り
が
な
い
。
両
孝
子
伝
に
対
し
、

玉
集
所
引

の
逸
名
孝
子
伝
は
、
末
尾
の
論
語
泰
伯
の
引
用
な
ど
に
見
る
如
く
、
明
ら
か
に
同

系
統
な
が
ら
若
干
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
ま
ず
両
孝
子
伝
ホ
及
び
、
本
屛
風
に
記

さ
れ
る
、
李
善
が
河
内
太
守
と
な
っ
た
こ
と
が
見
当
た
ら
ず
、
代
わ
り
に
堂
邑
令

と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
堂
邑
県
は
、
江
蘇
省
六
合
県
北
）。
ま
た
、

両
孝
子
伝
Ｂ
及
び
、
本
屛
風
で
は
、
善
に
李
の
姓
を
与
え
る
の
が
、
主
家
の
孤
児

で
あ
り
、
郡
県
が
李
善
の
行
い
を
上
表
す
る
の
は
、
そ
の
後
の
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
逸
名
孝
子
伝
で
は
、
賜
姓
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
の
善
へ
の
賜
姓
が
郡
県
の
上
表
後
と
さ
れ
、
し
か
も
善
に
姓
を
賜
っ
た
の
は
、

主
家
の
孤
児
で
な
く
、
天
子
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
善
の
解
放
の
こ
と
は
、
ま

た
後
に
触
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

玉
集
所
引
逸
名
孝
子
伝
と
本
屛
風

と
の
関
係
は
、
甚
だ
薄
く
、
従
っ
て
、
両
者
の
間
の
関
連
は
、
想
定
し
難
い
も
の

と
判
断
出
来
よ
う
（
但
し
、
榜
題
の
「
長
大
」
の
語
の
逸
名
孝
子
伝
に
見
え
る
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
）。

二

孝
子
伝
の
他
、
李
善
譚
の
古
資
料
と
し
て
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
（
ま
た
、
明
、
汪
延
訥
の
勧
懲
故
事
六
「
保
主
遺
孤
」
に
も
。

「
出

陰

録

」
と
言
い
、
孤
児
の
名
を
続
祖
と
す
る
）。

・
後
漢
書
八
十
一
独
行
列
伝
七
十
一

・
東
観
漢
記
十
七
列
伝
十
二

・
謝
承
後
漢
書
（
太
平
御
覧
三
七
一
所
引
）

・
楚
国
先
賢
伝
（
太
平
御
覧
五
五
八
所
引
、
重
較
説

五
十
八
所
収
）

こ
れ
ら
の
資
料
と
上
述
孝
子
伝
類
、
ま
た
、
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
に

描
か
れ
た
李
善
図
と
の
関
係
は
、
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
、
本
屛
風
の
李
善
図
と
後
漢
書
以
下
と
の
関
係
を
、
検
討
し
て
お
く
こ
と
と
し

た
い
。
さ
ら
に
、
李
善
図
は
、
本
屛
風
の
そ
れ
以
外
に
も
、
漢
代
の
図
像
が
二
例

四

李
善
図

（
黒
田

彰
）



程
現
存
し
て
い
る
。
次
い
で
、
最
後
に
漢
代
の
李
善
図
と
本
屛
風
の
そ
れ
と
の
関

係
、
ま
た
、
孝
子
伝
類
や
後
漢
書
以
下
と
の
関
係
も
、
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

李
善
譚
の
資
料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
の
が
、
後
漢
書
で
あ
る
。
劉
宋
、
范
曄

の
撰
ん
だ
後
漢
書
八
十
一
独
行
列
伝
七
十
一
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

李
善
字
次
孫
、
南
陽

陽
人
、
本
同
県
李
元
蒼
頭
也
。
建
武
中
疫
疾
、
元
家

相
継
死
没
、
唯
孤
児
続
始
生
数
旬
、
而

財
千
万
、
諸
奴
婢
私
共
計
議
、
欲

謀

殺
続

分

其
財
産
。
善
深
傷

李
氏

而
力
不

能

制
、
乃
潜
負

続
逃
去
、

隠

山
陽
瑕
丘
界
中
、
親
自
哺
養
、
乳
為
生

、
推

燥
居

湿
、
備
嘗
艱
勤
。

続

雖
在

抱
、
奉

之
不

異

長
君
、
有

事

長
跪
請
白
、
然
後
行

之
。

閭
里
感

其
行
、
皆
相
率
脩

義
。
続
年
十
歳
、
善
与
帰

本
県
、
脩

理
旧
業
。

告

奴
婢
於
長
吏
、
悉
収
殺

之
。
時
鍾
離
意
為

瑕
丘
令
、
上
書
薦

善
行
状
。

光
武
詔
拝

善
及
続

並
為

太
子
舎
人
。
善
、
顕
宗
時
辟

公
府
、
以

能
理

劇
、
再
遷

日
南
太
守
。
従

京
師
之
官
、
道
経

陽
、
過

李
元

。
未

至

一
里
、
乃
脱

朝
服
、
持

去

草
。
及

拝

墓
、
哭
泣
甚
悲
、
身
自
炊

、
執

鼎
俎

以
脩

祭
祀
。
垂

泣
曰
、
君
夫
人
、
善
在

此
。
尽

哀
、
数

日
乃
去
。
到

官
、
以

愛
恵

為

政
、
懐
来
異

俗
。
遷

九
江
太
守
、
未

至
、
道
病
卒
。
続
至

河
間
相

蒼
頭
は
、
召
使
い
で
奴
隷
の
意11

）

。
建
武
は
、
光
武
帝
の
年
号
で
（
二
五
｜
五
六
）、

続
は
、
孤
児
の
名
、
し

は
、
資
に
同
じ
。
山
陽
瑕
邱
は
、
山
東
省

陽
県
西
、
がい

抱ほう
は
、
幼
児
を
指
す
。
顕
宗
は
、
明
帝
の
廟
号
で
、
理
劇
は
、
激
務
を
こ
な
す
こ

と
。
日
南
は
、
今
の
北
ベ
ト
ナ
ム
に
当
た
り
、
じよ

は
、
鋤すき
で
あ
る
。
さん

は
、
か
ま

ど
、
鼎てい
俎そ
は
、
料
理
す
る
こ
と
、
ま
た
、
懐
来
は
、
慕
い
来
る
意
で
あ
る
。
九
江

は
、
安
徽
省
寿
県
、
河
間
は
、
河
北
省
献
県
に
当
た
る
。

さ
て
、
本
屛
風
の
李
善
図
と
陽
明
本
（
ま
た
、
逸
名
孝
子
伝
）、
後
漢
書
と
を

対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
極
め
て
重
要
な
相
違
の
存
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
は

例
え
ば
、
ま
ず
本
屛
風
榜
題
に
お
け
る
、「
主
人
児
長
大
、
賜

善
姓

為

李
」
と

さ
れ
る
、
主
家
の
孤
児
の
善
に
李
姓
を
与
え
る
こ
と
が
、
陽
明
本
（
Ｂ
の
ハ
）
に

は
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
漢
書
に
は
そ
れ
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。

玉
集
所
引
の
逸
名
孝
子
伝
に
は
、
善
へ
の
賜
姓
の
こ
と
が
見
え
る
も
の
の
、

そ
れ
は
遥
か
後
、
郡
県
上
表
後
の
こ
と
と
さ
れ
、
し
か
も
賜
姓
の
主
体
が
、
本
屛

風
や
陽
明
本
に
言
う
、
主
家
の
孤
児
で
な
く
、
天
子
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

前
述
し
た
。
こ
こ
で
、
少
し
そ
の
違
い
を
考
え
て
み
よ
う
。
家
奴
（
或
い
は
、
蒼

頭
）
た
る
善
へ
の
賜
姓
は
、
お
そ
ら
く
善
の
奴
隷
身
分
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
て

い
る
。
故
に
、
陽
明
本
が
賜
姓
の
こ
と
に
続
け
て
、「
奴
礼

廃
」
と
記
す
の
は
、

善
が
最
早
奴
隷
で
な
く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
以
前
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
主

家
の
孤
児
に
対
し
、
奴
隷
で
あ
っ
た
折
の
恭
し
い
礼
儀
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
こ
と

を
、
言
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
逸
名
孝
子
伝
や
後
漢
書
は
、
善

の
奴
隷
身
分
か
ら
の
解
放
が
、
主
家
の
孤
児
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
郡
県
（
鍾
離

意
）
の
上
表
を
通
じ
た
、
天
子
（
光
武
帝
）
の
命
令
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
訳

で
あ
る
。
一
般
に
、
奴
隷
（
官
奴
）
解
放
の
権
限
は
、
天
子
に
属
す
る
も
の
と
さ

れ
た
か
ら
、
逸
名
孝
子
伝
や
後
漢
書
は
、
そ
の
通
念
に
従
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
李
善
は
、「
家
奴
」

陽
明
本
）
と
さ
れ
る
如
く
、
私
奴
婢
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
解
放
は
、
必
ず
し
も
天
子
に
よ
る
必
要
が
な
く
、
主
家
（
の
孤
児
）
の

手
に
よ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い12

）

。
実
は
、
本
屛
風
の
李
善
図
、
陽
明
本
（
船
橋

本
）
と
後
漢
書
（
逸
名
孝
子
伝
）
と
の
相
違
点
は
、
そ
こ
に
存
す
る
も
の
と
捉
え

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
即
ち
、
善
の
奴
隷
身
分
の
解
放
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、

五
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玉
集
所
引
逸
名
孝
子
伝
は
、
善
へ
の
賜
姓
を
記
し
な
が
ら
、
後
漢
書
の
系
統
に

近
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
善
の
こ
と
を
上
表
し
た
の
が
、
本
屛
風
、
陽
明
本
（
ニ
。

逸
名
孝
子
伝
）
で
は
、
郡
（
県
）
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
漢
書
で
は
、
鍾
離
意

（
瑕
丘
令
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
決
定
的
に
重
要
な

の
が
、
本
屛
風
、
陽
明
本
（
ニ
、
ホ
）
に
、
郡
県
の
上
表
の
結
果
、
善
が
河
内
太

守
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
の
に
対
し
、
後
漢
書
に
は
、
そ
の
こ
と
が
全
く

見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る13

）

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
屛
風
の
李
善
図
は
、
後

漢
書
に
帰
し
得
な
い
も
の
と
断
じ
て
良
い
。
即
ち
、
本
屛
風
李
善
図
の
来
源
は
、

後
漢
書
で
は
あ
り
得
ず
、
陽
明
本
系
統
の
記
述
こ
そ
が
、
そ
の
来
源
に
当
た
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
陽
明
本
の
李
善
条
は
、
明
ら
か
に
後
漢
書

と
は
異
な
る
。
両
者
の
違
い
を
一
一
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
陽
明
本
の
記
述

が
後
漢
書
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
確
実
と
言
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
後
漢

時
代
、
李
善
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
伝
承
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
で
、
陽

明
本
と
范
曄
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
系
統
の
李
善
譚
に
取
材
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
重
ね
て
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
屛
風
の
李
善
図
は
、
陽

明
本
系
統
の
記
述
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
漢
書
の
李
善
譚
を

来
源
に
は
比
定
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
東
観
漢
記
以
下
の
李
善
譚
に
関
し
て
も
、
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
東
観
漢

記
十
七
列
伝
十
二
、
謝
承
後
漢
書
（
太
平
御
覧
三
七
一
所
引
）、
楚
国
先
賢
伝

（
太
平
御
覧
五
五
八
所
引
）
三
書
の
本
文
を
併
せ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る

（
楚
国
先
賢
伝
は
晋
、
張
方
の
も
の
ら
し
い
が
、
今
太
平
御
覧
五
五
八
に
拠
り
、

（

）
内
に
重
較
説

所
収
本
文
と
の
異
同
を
示
す
）。

東
観
漢
記

李
善
字
次
孫
、
南
陽
人
、
本
同
県
李
元
蒼
頭
。
建
武
中
疫
病
、
元
家
相
継
死

没
、
惟
孤
児
続
始
生
数
旬
、
而
有

資
財
千
万
、
諸
奴
私
共
計
議
、
欲

謀
殺

続
分

財
産
。
善
乃
潜
負
逃
亡
、
隠

山
陽
瑕
邱
界
中
、
親
自
哺
養
、
乳
為
生

。
続

抱
、
奉

之
不

異

長
君
、
有

事

長
跪
請
白
、
然
後
行

之
。

閭
里
感

其
行
、
皆
相
率
修

義
。
続
年
十
歳
、
善
与
帰

本
県
、
修

理
旧
業
。

告

奴
婢
于
長
吏
、
悉
収
殺

之
。
時
鍾
離
意
為

瑕
邱
令
、
上
書
薦

善
行
状
。

謝
承
後
漢
書

謝
承
後
漢
書
曰
、
南
陽
李
善
、
本
済
陽
李
元
家
奴
。
元
遭

病
死
、
唯
有

孤

孫
続
、
有

千
万
、
奴
婢
欲

謀
殺

続
分

其
財
産
。
善
夜
抱

続
、
逃

瑕

丘
界
、
親
自
哺
養
。
乳
為
生

、
遂
至

成
長
。

楚
国
先
賢
伝

李
善
字
次
孫
、
南
陽
人
也
。
本
同
県
李
元
蒼
頭
。
建
武
中
元
家
死
没
、
唯産

）孤

児
続
始
生
、
善
親
自
哺
養
。
世
祖
拝

善
及
続

並
為

太
子
舎
人
。
善
、
顕

宗
時
辟

公
府
、時

）

以

能
治
劇
、
再
遷

日
南
太
守
。
従

京
師
之
官
、
道
経

南
陽
李
元

塚
）。

未

至

一
里
、
乃
脱

服
、
持

剣
去

草
。
及

拝

墓
、
哭

泣
甚
悲
、
身
炊

、
自
執

俎
鼎

以
脩修

）

祭

謝
承
後
漢
書
の
、
済
陽
は
、
河
南
省
蘭
封
県
北
だ
が
、

陽
の
誤
写
か
も
し
れ
な

い
。
楚
国
先
賢
伝
の
、
世
祖
は
、
光
武
帝
の
廟
号
で
あ
る
。
さ
て
、
東
観
漢
記
に

は
、
後
漢
書
と
同
じ
く
、「
告

奴
婢
于
長
吏

」
と
、
漢
代
特
有
の
復
讐
の
モ
チ

ー
フ
の
見
え
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る14

）

。
上
記
東
観
漢
記
、
謝
承
後
漢
書
、

楚
国
先
賢
伝
三
書
の
李
善
譚
は
、
一
読
し
て
後
漢
書
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
や
は
り
陽
明
本
の
記
述
と
は
関
わ
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
屛
風
李
善
図
の
基
づ
い
た
李
善
譚
の
記
述
は
、
中
国
本

六

李
善
図

（
黒
田

彰
）



土
に
お
い
て
早
く
そ
の
伝
承
を
失
い
、
日
本
に
伝
存
す
る
陽
明
本
の
内
に
し
か
、

そ
の
記
述
の
見
出
だ
し
得
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

三

本
屛
風
に
描
か
れ
て
い
る
図
像
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
李
善
図
と

し
て
は
、
次
の
三
例
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
（「

」
内
に
榜
題
を
示
す
）。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（「
李
氏
遺
孤
」「
忠
孝
李
善
」

隷
続
六
に
よ
る

）

⑵
後
漢
楽
浪
彩
篋
（「
孝
孫
」「
孝
婦
」「
李
善
」「
善
大
家
」）

⑶
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
（「
李
善
養
□主

□人
）児

時
」、「
主
人
児

長
大
、
賜
善
姓
為
李
。
郡
表
上
、
拝
河
内
太
守
」）

⑴
を
図
二
、
三
に
掲
げ
る15

）

。
⑴
は
、
武
梁
祠
第
三
石
に
描
か
れ
た
李
善
図
で
あ
る

が
、
原
石
に
は
大
き
な
破
断
が
あ
っ
て
、
榜
題
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

（
図
二
）、
図
三
に
宋
、
洪

の
隷
続
六
所
収
の
摸
図
を
示
し
た
。
ま
た
、
⑵
を

図
四
に
掲
げ
る16

）

。

今
般
、
⑶
本
屛
風
李
善
図
の
榜
題
が
ほ
ぼ
確
定
し
得
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
本

屛
風
（
図
一
）
に
お
け
る
左
右
の
図
柄
も
確
定
出
来
た
こ
と
は
、
上
述
の
如
く
で

あ
る
。
さ
て
、
私
を
こ
れ
ま
で
悩
ま
せ
て
き
た
問
題
は
、
ま
ず
⑶
本
屛
風
李
善
図

の
図
柄
が
明
確
で
な
い
た
め
、
⑶
と
⑴
、
⑵
と
の
図
像
の
関
連
が
把
握
出
来
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
⑴
（
図
二
、
三
）
と
⑵
（
図
四
）
と
を
一
見
す
る

と
、
両
者
は
、
榜
題
も
一
致
せ
ず
、
ま
た
、
図
柄
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
所
か
ら
、
⑴
と
⑵
と
の
図
像
の
関
連
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
⑴
｜
⑶
三
図
の
図
像
的
関
連
は
、
説
明
が
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
⑶
本
屛
風
の
図
柄
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
⑴
と
⑵
、
さ

ら
に
⑶
と
の
図
像
的
関
連
を
も
、
な
お
明
ら
か
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
⑴
｜
⑶
に
お
け
る
、
図
像
的
関
連
の
問
題
を
考
え
て

み
た
い
。

ま
ず
⑴
、
武
梁
祠
の
李
善
図
（
図
二
、
三
）
は
、
余
り
に
名
高
い
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
却
っ
て
、
そ
の
図
像
解
釈
が
一
定
し
な
い
憾
み
が
あ
る
。
図
二
、

三
は
、
例
え
ば
瞿
中
溶
が
、
後
漢
書
独
行
伝
に
よ
っ
て
（「
諸
奴
私
共
計
議
、
欲

謀

殺
続

分

其
財
産

」
と
あ
る
）、

則
跪
者
、
当
是
李
善
。
立
而

小
児

者
、
恐
是
奴
婢
也
。
蓋
奴
婢
欲

取

其
孤

去
。
故
善
乃
長
跪
哀

求
之

意
耳
（『
漢
武
梁
祠
堂
石
刻
画
像

』

六
）

と
解
釈
し
て
以
来
、
研
究
史
的
に
そ
れ
に
倣
い
、
後
漢
書
に
よ
っ
て
当
図
を
解
釈

し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
圧
倒
的
に
多
い17

）

。
し
か
も
同
じ
後
漢
書
に
よ
り
な
が
ら
、

例
え
ば
当
図
の
左
右
二
人
の
人
物
を
め
ぐ
り
、
ど
ち
ら
を
李
善
と
見
る
の
か
、
図

像
解
釈
の
揺
れ
が
あ
る18

）

。
さ
て
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
⑴
、
武
梁
祠
の
李
善
図
が
孝
子
伝
図
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
外

な
ら
な
い
（
⑵
も
同
じ
）。
周
知
の
如
く
、
武
梁
祠
一
｜
三
石
の
二
層
の
画
象
十

七
図
は
全
て
、
曾
参
に
始
ま
り
原
谷
に
終
わ
る
、
孝
子
伝
図
な
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
武
梁
祠
二
層
十
七
図
が
孝
子
伝
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
（
お

そ
ら
く
画
巻
形
式
の
孝
子
伝
図
粉
本
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）、
ま
た
、
そ
れ
ら

が
孝
子
伝
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
何
よ
り

中
国
本
土
に
お
い
て
早
く
孝
子
伝
の
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
従
来
の
研
究

史
を
制
約
し
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
に
理
解
出
来
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
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図二 後漢武氏祠画象石

図三 後漢武氏祠象石（隷続六)

図四 後漢楽浪彩篋

八

李
善
図

（
黒
田

彰
）



し
て
も
、
我
が
国
に
二
本
の
完
本
古
孝
子
伝
が
奇
跡
的
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
は
、

同
じ
く
研
究
史
的
に
看
過
し
得
な
い
こ
と
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
故
に
、
例
え
ば

孝
子
伝
図
と
し
て
の
⑴
武
梁
祠
の
李
善
図
を
、
後
漢
書
独
行
伝
で
解
釈
し
よ
う
と

す
る
従
来
の
通
説
は
、
ま
ず
そ
の
前
提
を
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と

こ
ろ
で
、
⑴
武
梁
祠
の
李
善
図
解
釈
の
通
説
に
お
い
て
気
に
掛
か
る
の
が
、
例
え

ば
瞿
中
溶
の
、「
立
而

小
児

者
、
恐
是
奴
婢
也
。
蓋
奴
婢
欲

取

其
孤

去

」

と
言
う
場
面
が
（
た

は
引
く
こ
と
）、
両
孝
子
伝
及
び
、
逸
名
孝
子
伝
に
見
え
な

い
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
図
二
、
三
は
、
陽
明
本
イ
の
、

善
乃
歴

郷
隣
、
乞

乳

哺
之

と
記
す
場
面
を
、
表
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
左
が
李
善
、
中
央
が
孤
児
、
右

が
隣
人
の
婦
人
で
あ
ろ
う
。
当
図
が
「
蓋
奴
婢
欲

取

其
孤

去

」

瞿
中
溶
）

と
い
う
場
面
を
描
い
た
も
の
と
限
ら
な
い
こ
と
は
、
漢
代
の
も
う
一
例
の
李
善
図

と
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
⑵
後
漢
楽
浪
彩
篋
の
李
善
図
（
図
四
）
の

範
囲
を
め
ぐ
っ
て
も
、
従
来
諸
説
が
存
す
る
が
、
こ
こ
で
、
図
四
に
掲
げ
た
部
分

（
四
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
）
を
、
そ
の
李
善
図
の
範
囲
と
認
定
し
た
い19

）

。

榜
題
の
「
善
大
家
」
は
、
家
奴
の
善
か
ら
見
た
主
人
の
呼
称
で
あ
る20

）

。
さ
て
、
⑵

図
四
の
李
善
図
は
、
決
し
て
瞿
中
溶
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、
後
漢
書
に
記
さ
れ
た

場
面
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ら
ば
、
図
四
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
を
表
わ

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
⑶
本
屛
風
の
李
善
図
を
参
考
に
、
改
め
て

陽
明
本
李
善
条
の
本
文
か
ら
図
四
の
図
柄
を
検
証
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
本
屛
風

と
構
図
が
酷
似
す
る
所
か
ら
（
特
に
左
側
）、
や
は
り
陽
明
本
Ｂ
（
ハ
）、

児
年
十
五
、
賜

善
姓
李
氏

と
記
さ
れ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
図
四
は
、
本

屛
風
（
図
一
）
と
同
じ
場
面
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
但

し
、
図
四
の
李
善

以
下

は
、
本
屛
風
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）。
図
四
の
主

家
の
孤
児
に
つ
い
て
、
例
え
ば
浜
田
青
陵
氏
が
、「
続
〔
前
述
、
孤
児
の
名
〕
は

童
形
に
現
は
さ
れ
て
居
り
ま
す
」
と
言
わ
れ21

）

、
柳
宗
悦
氏
が
、「
唐から
子こ
」

中
国
風

の
髪
、
姿
の
子
供
）
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
も22

）

、
本
屛
風
の
主
家
の
孤
児
が
童
形

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
共
通
し
、
両
図
の
関
連
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
す

る
と
、
⑴
武
梁
祠
の
李
善
図

図
二
、
三
）
は
、
本
屛
風
右
側
（
陽
明
本
Ａ
の
イ
）

と
ほ
ぼ
同
じ
場
面
（
陽
明
本
Ａ
の
ロ
）
を
描
い
た
も
の
を
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら

く
本
屛
風
右
側
で
は
、
左
側
に
お
い
て
丁
度
、
李
善
が
省
略
さ
れ
た
よ
う
に
、
武

梁
祠
の
婦
人
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
憶
測
を
逞
し
く
す

る
な
ら
ば
、
漢
代
以
来
の
孝
子
伝
図
粉
本
（
画
巻
で
あ
ろ
う
）
に
お
け
る
李
善
図

は
、
陽
明
本
Ａ
、
Ｂ
に
基
づ
く
二
場
面
（
或
い
は
、
Ａ
を
イ
、
ロ
に
分
け
れ
ば
、

三
場
面
）
か
ら
成
っ
て
い
た
も
の
と
思
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
李
善
図
の
⑴
｜
⑶
三
例
は
、
陽
明
本
李
善
条
の
本
文

に
基
づ
い
て
、
言
わ
ば
一
体
化
し
、
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か

し
、
従
来
の
通
説
の
如
く
、
解
釈
の
前
提
に
後
漢
書
を
置
い
て
し
ま
う
と
、
三
例

を
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
は
、
殆
ど
不
可
能
な
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
三
例
の

李
善
図
は
、
図
像
の
解
釈
に
際
し

図
像
の
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト

こ
の
場
合

は
、
陽
明
本
孝
子
伝

に
留
意
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
、
私
達
に
物
語
っ
て
い

る
。
左
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
、

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
図
二
、
三
）

⑵
後
漢
楽
浪
彩
篋
（
図
四
）

⑶
本
屛
風
（
図
一
）
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三
図
間
に
お
け
る
、
図
像
の
関
連
を
概
念
図
と
し
て
掲
げ
、
小
稿
の
結
び
と
す
る
。

⑶
本
屛
風

⑵
後
漢
楽
浪
彩
篋

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石

陽
明
本
Ａ
ロ

陽
明
本
Ａ
イ

婦
人
（
立
位
）

善
（
坐
位
）

主
児

（
主
児
）

善
（
跪
坐
）

陽
明
本
Ｂ

陽
明
本
Ｂ

李
善
（
跪
坐
）

主
児

主
児
（
跪
坐
）

付
記

平
成
19
年
10
月
、
山
西
博
物
院
、
大
同
市
博
物
館
に
分
蔵
さ
れ
る
本
屛
風
五
塊

を
、
実
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
小
稿
は
、
平
成
19
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究
B
⑴
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）山
西
省
大
同
市
博
物
館
、
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
「
山
西
大
同
石
家
寨
北
魏
司

馬
金
竜
墓
」
『
文
物
』
72
・
３
）
参
照
。
な
お
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画

屛
風
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
志
工
氏
「
略
談
北
魏
的
屛
風
漆
画
」
『
文
物
』

72
・
８
）
が
あ
り
、
残
片
の
写
真
を
収
め
る
、
そ
の
図
四
「
漆
画
題
字
」
が
貴
重

で
あ
る
。

２
）幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』

汲
古
書
院
、
平
成
15
年
）

３
）幼
学
の
会
『
太
公
家
教
注
解
』
と
し
て
、
同
じ
く
汲
古
書
院
か
ら
近
刊
。

４
）拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』

佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
５
、
思
文
閣
出
版
、
平
成

13
年
）

一
参
照
。

５
）中
国
美
術
全
集
絵
画
編
１
「
原
始
社
会
至
南
北
朝
絵
画
（
人
民
美
術
出
版
社
、
一

九
八
六
年
）
図
版
一
〇
〇

６
）中
国
漆
器
全
集
４
三
国
｜
元
（
中
国
美
術
分
類
全
集
、
福
建
美
術
出
版
社
、
一
九

九
八
年
）
図
版
四
〇
、C

h
in
a
:
D
a
w
n o

f a G
o
ld
en
 
A
g
e
(C
a
ta
lo
g
 
o
f a

n
 

ex
h
ib
itio

n h
eld a

t th
e M

etro
p
o
lita

n
 
M
u
seu

m
 
o
f A

rt,
N
ew
 
Y
o
rk
,

O
ct.12,2004-Ja

n
.23,2005.)

III,69,

開
館
記
念
特
別
展
『
美
の
国
日
本
』

九

州
国
立
博
物
館
編
、
西
日
本
新
聞
社
、
平
成
17
年
）
一
部
19

７
）注

４
）前
掲
拙
著

一

８
）注

３
）前
掲
書
41
李
善
「
図
像
資
料
」
欄

９
）図
一
は
、
注

６
）前
掲
『
美
の
国
日
本
』
一
部
19
に
拠
る
。

10
）注

４
）前
掲
拙
著

四
参
照
。

11
）小
畑
竜
雄
氏
「
漢
代
に
於
け
る
奴
隷
の
地
位
に
就
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
５
・

３
、
昭
和
15
年
４
月
）
参
照
。
蒼
頭
に
つ
い
て
は
、
志
田
不
動
麿
氏
「
漢
代
の
奴

隷
制
度
「
蒼
頭
」
に
就
い
て
」
『
歴
史
学
研
究
』
２
・
１
、
昭
和
９
年
５
月
）、

宇
都
宮
清
吉
氏
「
漢
代
蒼
頭
考
｜
批
判
｜
」
『
東
洋
史
研
究
』
１
・
２
、
昭
和
10

年
12
月
）
に
詳
し
い
。
な
お
中
国
の
奴
隷
制
度
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
岡
田

巧
氏
「
支
那
に
お
け
る
奴
隷
発
生
の
原
因
に
就
て
」
『
経
済
史
研
究
』
11
・
１
、

昭
和
９
年
１
月
）、
宇
都
宮
清
吉
氏
「
漢
代
大
私
有
地
に
於
け
る
小
作
者
と
奴
隷

の
問
題
」
『
東
洋
史
研
究
』
１
・
１
、
昭
和
10
年
10
月
）
な
ど
が
あ
る
。

12
）小
畑
竜
雄
氏
は
、「
奴
隷
解
放
の
方
法
に
就
い
て
は
…
…
官
奴
婢
の
解
放
は
詔
に

よ
る
。
換
言
す
れ
ば
主
権
者
の
意
志
に
よ
つ
て
の
み
、
官
奴
婢
の
解
放
が
行
は
れ

得
る
の
で
あ
つ
て
、
官
吏
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
し
、
ま
た
、

「
私
奴
婢
解
放
の
例
と
し
て
は
、
後
漢
書

巻
百
十
一

李
善
伝
に
…
…
と
あ
る

や
う
に
、
特
別
に
称

す
べ
き
行
為
の
故
に
、
帝
の
意
志
に
よ
つ
て
解
放
さ
れ
る

こ
と
が
あ
つ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
注

11
）前
掲
論
文
六
節
註
③
）。
ま
た
、

東
観
漢
記
二
十
一
韓
卓
伝
の
例
を
引
い
て
、「
主
人
の
恩
恵
的
恣
意
に
よ
つ
て
解

放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
つ
た
」
と
し
、

要
す
る
に
、
官
奴
婢
の
解
放
は
必
ず
帝
の
意
志
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
が
、
私
奴

婢
の
解
放
は
所
有
者
自
ら
の
意
志
に
よ
つ
て
も
行
ひ
得
た
の
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
（
同
）
こ
と
が
参
考
と
な
る
。

13
）近
時
の
揚
之
水
氏
「
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
屛
風
発
微
」
『
中
国
典
籍
与
文
化
』

一
〇

李
善
図

（
黒
田

彰
）



05
・
３
）
に
、「
事
見
《
後
漢
書
》
巻
八
一
《
独
行
列
伝
》。
不
過
題
記
云
〞
詔
拝

河
内
太
守
〝、
与
《
伝
》
中
的
詔
拝
太
子
舎
人
不
同
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

14
）復
讐
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
成
立
」
『
京
都
語
文
』
14
、
平
成

19
年
11
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

15
）図
二
は
、
容
庚
『
漢
武
梁
祠
画
象
録
』

考
古
学
社
専
集
13
、
北
京
燕
京
大
学
考

古
学
社
、
民
国
25

一
九
三
六

年
）
に
拠
る
。

16
）図
四
は
、
朝
鮮
古
跡
研
究
会
『
楽
浪
彩
篋

』

便
利
堂
、
昭
和
９
年
）
図
版
四

八
に
拠
る
。
な
お
⑴
⑵
の
李
善
図
と
陽
明
本
と
の
関
わ
り
、
そ
れ
ら
の
図
像
の
概

略
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
ニ
ラ
ン
女
史
に
よ
る
武
氏
祠
偽
刻
説
と
の
関
連
に
お
い
て

述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』

汲
古
書
院
、
平
成
19
年

二
１
付
）。
ま
た
、
宇
都
宮
氏
注

11
）前
掲
「
漢
代
蒼
頭
考
｜
批
判
｜
」
論
文

に
、
蒼
頭
の
語
の
、
青せいさく
を
冠
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
説
（
漢
儀
注
、
漢
旧

儀
）
を
め
ぐ
っ
て
、
後
漢
以
降
、
蒼
頭
の
語
が
一
般
的
な
奴
婢
の
称
と
化
し
た
傍

証
と
し
て
、
図
四
に
描
か
れ
た
李
善
が
頭
に
何
も
着
け
て
い
な
い
こ
と
を
上
げ
、

さ
ら
に
後
漢
楽
浪
彩
篋
の
図
像
に
お
い
て
、「
位
の
無
い
者
は
渠
孝
子
〔
刑
渠
の

こ
と
で
、
賃
労
働
者
で
あ
っ
た
〕
と
李
善
だ
け
と
思
は
れ
る
が
、
こ
れ
は
冠
を
着

け
て
ゐ
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

17
）巫
鴻
（W

u H
u
n
g

）
氏“T

h
e W

u L
ia
n
g S

h
rin
e:
T
h
e Id
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g
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h
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A
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S
ta
n
fo
rd
 
U
n
iv
ersity

 
P
ress,

S
ta
n
fo
rd
,

C
a
lifo

rn
ia
,
1989,

中
国
語
版
『
武
梁
祠
｜
中
国
古
代
画
像
芸
術
的
思
想
性
』

柳
揚
、
岑
河
氏
訳
、
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
六
年

）
付
録
Ａ
295
頁
（
中
国
語
版
、

附
録
一
305
、
306
頁
）、

慶
超
氏
『
武
氏
祠
漢
画
石
刻
考
評
』

山
東
大
学
出
版
社
、

一
九
九
三
年
）
238
、
239
頁
は
、
瞿
中
溶
の
説
に
従
う
。
長
廣
敏
雄
氏
編
『
漢
代
画

象
の
研
究
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
40
年
）
二
部
82
頁
（
執
筆
者
は
、
林

巳
奈
夫
氏
）、
朱
錫
禄
氏
『
武
氏
祠
漢
画
像
石
中
的
故
事
』

山
東
美
術
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）
26
も
、
後
漢
書
を
引
く
が
、
画
面
右
の
人
物
を
李
善
と
す
る
。
容

庚
『
漢
武
梁
祠
画
像
考
釈
』
六
（「
左
一
人
右
向
長
跪
而
拱
手
者
李
善
也
」
と
言

う
）、
蔣
英
炬
、
呉
文
祺
氏
『
漢
代
武
氏
墓
群
石
刻
研
究
』

山
東
美
術
出
版
社
、

一
九
九
五
年
）
五
章
一
88
頁
注
39
も
、
後
漢
書
を
引
い
て
い
る
。

18
）瞿
中
溶
、
容
庚
、
巫
鴻
（W

u
 
H
u
n
g

）
氏
、

慶
超
氏
は
、
左
の
人
物
を
李
善

と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
林
巳
奈
夫
氏
、
朱
錫
禄
氏
は
、
右
の
人
物
を
李
善
と
見

て
い
る
。
注

17
）参
照
。

19
）例
え
ば
吉
川
幸
次
郎
氏
は
、
図
四
左
半
の
二
人
を
李
善
図
と
見
、
右
半
の
二
人
を

別
図
と
し
て
、「
未
詳
」
と
さ
れ
た
（「
楽
浪
出
土
漢

図
像
考
証
」、
吉
川
幸
次

郎
全
集
６

筑
摩
書
房
、
昭
和
43
年

所
収
。
初
出
昭
和
９
年
）。
そ
れ
に
対
し
、

浜
田
青
陵
氏
は
、「
李
善
の
話
と
丁
蘭
の
そ
れ
と
を
界
す
る
為
に
、
雲
形
の
衝
立

様
の
も
の
が
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
指
摘
さ
れ
（「
楽
浪
の
彩
絵
漆
篋
」、『
思

想
』
155
、
昭
和
10
年
４
月
）、
柳
宗
悦
氏
も
、
一
応
、
右
半
の
「
孝
婦
と
孝
孫
」

を
「
物
語
り
は
詳
か
で
な
い
」
と
し
つ
つ
、「
あ
い
た
空
間
を
充
た
す
心
か
ら
か
、

唐
草
模
様
が
添
え
て
あ
る
。
若
し
之
が
話
の
く
ぎ
り
を
示
す
と
す
れ
ば
、
孝
婦
も

孝
孫
も
前
述
の
李
善
の
物
語
に
関
係
す
る
人
物
と
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（「
挿

絵
小
註
」、『
工
芸
』
57
、
昭
和
10
年
10
月
）。
私
は
か
つ
て
吉
川
氏
説
に
倣
い
右

半
を
別
図
と
見
て
、
そ
れ
を
「
孝
孫
」
題
か
ら
原
谷
図
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が

（
注

２
）前
掲
書
な
ど
）、
謹
ん
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
右
半
を
原
谷
図

と
す
る
に
は
、
孝
孫
に
対
応
す
べ
き
祖
父
や
父
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
孝
婦
」「
孝
孫
」
は
、
李
善
の
そ
れ
と
し
て
描
き
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

孝
子
伝
図
中
に
、
必
ず
し
も
孝
子
伝
に
登
場
し
な
い
人
物
が
描
き
込
ま
れ
る
こ
と

は
、
例
え
ば
安
徽
馬
鞍
山
呉
朱
然
墓
出
土
伯

図
漆
盤
に
、「
楡
母
、
伯
楡
、
孝

婦
、
楡
子
、
孝
孫
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
（
注

４
）前
掲
拙
著

一
参
照
）、

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
眉
間
尺
図
に
、「
眉
間
赤
妻
」
が
描
か
れ

て
い
る
等
の
例
が
あ
る
。
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に
つ
い
て
は
、
注

16
）前
掲
拙
著

二
５
及
び
、
口
絵
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
後
漢
楽
浪
彩
篋
の

魏
陽
図
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
も
同
様
の
問
題
が
存
す
る
。
上
掲
拙
著

一
４
参
照
。

20
）吉
川
氏
注

19
）前
掲
論
文

21
）浜
田
青
陵
氏
注

19
）前
掲
論
文

22
）柳
宗
悦
氏
注

19
）前
掲
論
文

（
く
ろ
だ

あ
き
ら

人
文
学
科
）

二
〇
〇
七
年
十
月
十
七
日
受
理

一
一

文
学
部
論
集

第
九
十
二
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）


